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大学における「ラーニング・コミュニティ」の思想史的研究

間　　篠　　剛　　留

1．本研究の課題
現在米国において「ラーニング・コミュニティ」（以下「LC」と略）という大学改革の方法が注目を

集めている。これは，複数の科目を結びつけることにより大学で学ぶ知識にまとまりを与え，学生を共
通の仲間関係の中に巻き込もうとするものである。LCは大学におけるラーニング（学び・学術）を問
い直す可能性を秘めたものとして注目に値するが，現時点でのLC論は学生のリテンション（継続在籍）
向上や学びの質向上のための方策としてLCを捉える傾向が強い。LCの実践家の中には，LCの取り組
みがアカデミックな目標に向かっていないのではないかという懸念もある。また，LCに関する議論に
おいては，種々の概念について十分な検討が行われていない。重要な概念であるはずの「ラーニング」
や「コミュニティ」が，曖昧なままに用いられている。このような状況では，「ラーニング・コミュニ
ティ」は単なるカリキュラム改革の道具に留まってしまう，あるいは単なるスローガンと化してしまう
ということになりかねない。

そこで本研究では，LC論の基盤となる思想を歴史的に遡り，各論者の議論の独自性を明らかにしな
がら，アメリカ高等教育においてLCの主張がどのような意味を持ってきたのかを思想史的に考察す
る。「ラーニング」に代表される大学における知的営為とコミュニティとの関係を，各論者は，それぞ
れの時代状況の中でどのように考えてきたのか。この問いを検討することは，LC論の範囲に限って大
学を論ずるに留まらない。LC論の範囲にはおさまらないコミュニティやラーニングを検討すること
で，大学のあり方をより大きな範囲で検討し直すきっかけともなろう。本研究では特に，LCの取り組
みの始祖とされるアレクサンダー・ミクルジョン，第二次世界大戦後にLCの実験的取り組みを行った
マーヴィン・キャドワラダーの二人の人物の思想，及び，現代LC論の動向について検討を行う。
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2．研究成果
（1）ミクルジョンのラーニング・コミュニティ論

1927年から1932年にかけてミクルジョンがウィスコンシン大学で運営した実験カレッジは，ラーニ
ング・コミュニティの始祖とされる。ミクルジョンはそこでカリキュラムの一貫性やコミュニティの根
本的な重要性への洞察を示しており，それが現代のLCにつながっていると言われる。しかし，彼の議
論の独自性はジョン・デューイの陰に隠れ看過されてきた。これに対して本研究は，ミクルジョンが企
画・運営した実験カレッジを中心に，コミュニティを鍵とするカレッジ教育をどのように構想していた
かを検討した（研究業績④）。

ミクルジョンは人間の生には一定の方向性や単一の目的があると考え，コミュニティの基盤にその目
的を想定した。その目的は自明のものではなく，ミクルジョン自身も知り得ないものである。そこで過
去や現在の既存のコミュニティを研究し，それぞれに通底する人間的問題を検討する中で，その目的を
探求しようとした。単一の目的を設定することは科学や民主主義自体をも批判の対象とすることを可能
とした。

また，実験カレッジのコミュニティは学生が世界に対する統一的理解を得るために必要な環境である
とともに，それ自身，統一的理解が可能な一つの単位となっていた。

こうしたミクルジョンの構想は，実践に移されて成功したとは言い難い。しかしながら，高等教育が
大衆化しつつあり多様な学生が大学に流入し始めた1920年代，1930年代のアメリカにおいて，そして
大学の目的が不安定な時代において，伝統主義対進歩主義という枠組みでは捉えられない構想を提示し
たことの意味は小さくはなかったと言えよう。
（２）第二次世界大戦後のラーニング・コミュニティ論の展開

ミクルジョンの実践はあくまで一校限りの実験的なものであり，現代のLCへと直接的につながって
いるわけではない。1960年代に，カリフォルニア大学バークレー校のジョセフ・タスマンや，サンノ
ゼ州立カレッジのマーヴィン・キャドワラダーらが，ミクルジョンに学んだ実践を行っているが，これ
も一校限りの実験的なものであった。1980年代にLCが全米のムーブメントになるには，実験的段階か
ら普及の段階へのステップが必要であった。

その役割を果たした人物の一人がキャドワラダーである。キャドワラダーは1960年代の実践を1980
年代に振り返っており，1980年代の関心でもってLCを検討している。実験的段階にあった1960年代の
実践を，1980年代の時代状況の中でどのように捉え直したか。このことがLC論に少なからぬ変化をも
たらしている（研究業績①）。

1980年代は高等教育低落の危機が叫ばれた時代であり，すぐに役立つ知識や技能がもてはやされた。
また，この時代には教育の私事化が問題ともなっていた。社会に資することに対する関心は低く，個々
人の利益が追求されていた。こうした時代にあってキャドワラダーは，あくまで市民を育てるというこ
とを重視し，ジェネラル・エデュケイションないしリベラル・エデュケイションを再興しようとした。
そのために，共通の教材に取り組むことを通して知的な一貫性と仲間関係を構築するLCを基盤に据え
たのである。

また，教育を重視する教員のコミュニティをつくっていこうというキャドワラダーの姿勢は，現代の
LCにつながっていくものであると言える。教員のコミュニティを形成することによって限られた資源
で高いパフォーマンスを得るという，近年のファカルティ・ディベロプメントの議論にもつながる要素
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が，キャドワラダーの議論には見られる。また，キャドワラダーは高い名声を誇る研究大学ではない高
等教育機関を問題としており，その意味で彼のLC論は，LCの取り組みがコミュニティ・カレッジを含
むアメリカの多様な高等教育機関に広がる一因になったといえる。
（３）現代アメリカにおけるラーニング・コミュニティ論の展開

最後に，1980年代以降，LCに関する議論の中でLCがどのようなものとして扱われてきたかを検討
した（研究業績②）。この作業によって，LC論の特徴のうち日本では注目されてこなかった点を明らか
にするとともに，LC論において論ぜられてこなかった点を指摘した。なお，検討に際しては，オンラ
イン学術誌Learning Communities Research & Practiceに掲載された論考を中心として，LCに関する
近年の論考を分析の対象とした。

1980年代以降LCが普及するのに大きな役割を果たしたのが，エヴァーグリーン州立カレッジが1985
年に設立したワシントン・センターである。同センターはLCに関する情報を提供し，数多くの大学を
支援してきた。そこでは，学生や教員の相互作用を重視して学習成果を上げること，限られた資源を有
効に活用すること，及び学士課程教育における知的な一貫性を構築することが重視されていた。

しかしながら，LCに関する近年の論考には，いかにしてLCの有用性を説得的に論ずるか，という問
題意識が強く見られる。LCはリベラル・エデュケイションについての考え方を変化させる枠組みを提
供するものだと言われるが，この点についての論考は主流ではない。成果主義が強まる現代アメリカに
おいて，LC論者たちはLCの有用性を示しながら，大学教育に関する様々な問題を解決しようとしてい
るのである。

社会的背景を勘案すれば，この論調には一定の妥当性があろう。しかし，アウトカムズを明示しよう
とするあまり，大学教育の独自性が問われていない点に，大きな問題がある。現代のLC論において，
大学とそれ以前の教育段階との違いは，学習内容の難しさが指摘されるだけに留まっている。「なぜコ
ミュニティが必要なのか」という問いに対して，大学の独自性を踏まえた答えが提示されることはない
のである。

3．研究成果のまとめと今後の課題
ミクルジョンが考えるコミュニティは，学習材としての意味と，自らが所属するコミュニティとして

の意味をあわせもっていたが，これは統一的な世界の理解を導こうとするものであった。これに対して
キャドワラダーの考えたコミュニティは，自由な市民の育成のためという目的が強く表れたものになっ
ている。そして近年のLCは，学生をラーニングに巻き込むための装置としての意味が強い。

各時代の論者は，先行する議論を引き継ぎながら，自身の問題意識でもって大学におけるコミュニ
ティについての新たな思想を構築していった。しかしながら，その中で薄れて行った問題意識もある。
LCの取り組みがアカデミックな目標に向かっていないのではないかという懸念もある中では，そうし
た問題意識をもう一度振り返ってみる必要があるだろう。特に，ミクルジョンの論ずるようなコミュニ
ティの捉え方は，多文化主義の隆盛の中で各大学がLCを運営する際には，学ぶところも多いと考えら
れる。

最後に，今後の課題を二点挙げておこう。一点目は，ミクルジョンの思想を，実践と照らし合わせて
検討することである。本研究では，ミクルジョンの「コミュニティ」と「ラーニング」の捉え方につい
て検討を行った。しかしながらそれは，報告書に書かれた抽象的な理解である。アーカイブ資料も参照
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し，実態に即した検討を行うことが，今後望まれる。もう一点は，現代のLC論を，LC論以外の議論の
動向と重ね合わせて検討することである。近年，大学教授職の機能を議論する中で，教授活動を行う教
員のコミュニティについても検討がなされている（研究実績③）。こうした議論とLC論とは無関係で
はないだろう。両者が重なり合いながら，議論が展開されていくはずである。その中で新たに見出せる
可能性を，今後検討していきたい。
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